
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
公
益
重
視
の

管
理
経
営
を
一
層
推
進
す
る
中
で
、
林
業

の
成
長
産
業
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
林
業

の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力
化
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
森
林
経
営

管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、

都
県
と
連
携
し
た
市
町
村
支
援
を
進
め
る

と
と
も
に
、
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
」
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

１
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

【
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
】

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
て
伐
採

か
ら
造
林
ま
で
の
作
業
を
連
続
し
て
行

う
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
を
管
内
全

域
で
推
進
し
ま
す
。

H
30
年
度
実
績

２
０
２
ha

H
31
年
度
実
施
予
定
面
積

２
９
４
ha

【
コ
ン
テ
ナ
苗
へ
の
転
換
】

従
来
の
裸
苗
と
比
べ
て
植
栽
作
業
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
、
コ
ン
テ
ナ
苗
へ
の
転

換
を
推
進
し
ま
す
。

植
栽
本
数
に
占
め
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
割

合
H
30
年
度

49
％

H
31
年
度

64
％

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
】

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
森

林
現
況
の
把
握
に
加
え
、
平
成
31
年
度
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
事
業
区
域
の
周

囲
測
量
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
ア
プ
リ

に
よ
る
丸
太
検
知
等
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和元年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７９号（２）

平
成
31
年
度
重
点
取
組
事
項
に
つ
い
て

～
公
益
重
視
の
管
理
経
営
と
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献
～

企
画
調
整
課

丸太検知アプリ

コンテナ苗



２
民
国
連
携
の
推
進

【
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）

の
育
成
・
連
携
】

平
成
31
年
２
月
に
設
置
し
た
「
関
東
森

林
管
理
局
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
絡
会
」
や
今

後
設
置
を
進
め
る
都
県
等
の
単
位
の
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
等
を
通
じ
、

民
国
の
森
林
総
合
監
理
士
等
が
連
携
し
人

材
育
成
も
含
め
市
町
村
へ
の
技
術
的
支
援

を
進
め
ま
す
。

【
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
・
実

行
の
支
援
】

平
成
28
年
度
か
ら
９
県
17
市
町
に
設
定

し
て
き
た
「
民
国
連
携
推
進
地
区
」に
お
い

て
、国
有
林
の
職
員
が
都
県
の
森
林
総
合
監

理
士
等
と
連
携
し
、
市
町
村
森
林
整
備
計

画
の
作
成
や
地
域
の
森
林
・
林
業
を
巡
る
課

題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す

（
H
31
年
度
は
９
市
町
村
で
追
加
設
定
予

定
）。

【
効
率
的
な
施
業
技
術
の
実
証
・
普
及
】

国
有
林
で
実
施
し
て
い
る
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
や
生
産
性
向
上
の
取
組
等
が
民
有
林

関
係
者
に
も
広
く
普
及
す
る
よ
う
、現
地
検

討
会
を
管
内
各
地
で
開
催
し
ま
す
。

（
H
29
年
度

37
回
開
催
、
１
，
５
８
６
人

参
加
、H
30
年
度

46
回
開
催
、１
，
９
７
３

人
参
加
）

平
成
31
年
度
は
、
特
に
「
意
欲
と
能
力
の

あ
る
林
業
経
営
者
」
の
積
極
的
な
参
加
を

得
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

３
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化

シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
が
拡
大

し
、
食
害
等
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
捕
獲
を
含

む
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
茨
城
県
な
ど
の
シ
カ
の
侵
入
が

新
た
に
見
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
設
置
等
に
よ
り
、
低
密

度
地
域
で
の
生
息
状
況
の
早
期
把
握
を
行

い
ま
す
。

平
成
31
年
度
は
、
捕
獲
事
業
の
実
施
地

域
を
拡
大
し
ま
す
。

（
H
30
年
度

11
地
域

→

H
31
年
度

12

地
域
）

４
緑
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た

取
組

重
要
イ
ン
フ
ラ
緊
急
点
検
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
早
急
に
治
山
対
策
を
推
進
し
ま

す
。
平
成
31
年
度
は
、
土
砂
の
流
出
・
崩

壊
、
落
石
、
飛
砂
、
流
木
な
ど
山
地
災
害

か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
治
山
事

業
を
１
２
１
箇
所
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

（
H
30
年
度
１
０
９
箇
所

→

H
31
年
度

１
２
１
箇
所
）

５
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

創
生
へ
の
貢
献

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
福
島
県
相
双
地
域
の
避
難
指
示
が

解
除
さ
れ
た
区
域
の
国
有
林
に
お
い
て
、

森
林
整
備
・
木
材
生
産
を
本
格
的
に
再
開

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
31
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
間

伐
を
約
1.5
倍
、
木
材
生
産
量
を
約
2.7
倍
に

す
る
な
ど
、
福
島
県
相
双
地
域
に
お
け
る

森
林
整
備
・
木
材
生
産
を
更
に
実
施
し
ま

す
。

（
間
伐

H
30
年
度
１
０
０
ha
→
H
31
年

１
６
１
ha
、
除
伐

H
30
年
度
１
１
７
ha

→
H
31
年
度
１
２
８
ha
、
木
材
生
産
量

H
30
年
度
４
，
０
８
９
m3
→
H
31
年
度

１
１
，
２
６
５
m3
）

（３）令和元年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７９号

「関東森林管理局フォレスター連絡会」

設立総会

一貫作業システムの現地検討会

センサーカメラにより

撮影されたシカ


